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財
政
特
集

身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算
の
作
成
を

　皆さんに納めていただいている大切な税金。その使い道を一人でも多くの皆さんに知って
もらえるように、平成21年度の予算編成方針、平成19年度決算など、町の財政状況を特集し
ました。
※数値については単位未満を四捨五入しているため、合計金額などが一致しない場合があり
ます。

企画政策部 （７４）１１１１内線２４１財政担当FAX（７４）９１４１
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平
成
二
十
一
年
度

予
算
編
成
方
針

町
の
予
算
は
、
町
長
が
調

製
し
、
議
会
の
議
決
を

得
て
成
立
し
ま
す
。
こ
の
予
算

を
作
成
（
編
成
）
す
る
た
め
の

方
針
と
し
て
、
町
長
よ
り
各
職

員
へ
示
さ
れ
る
も
の
が
、
予
算

編
成
方
針
で
す
。
今
年
は
十
月

九
日
に
山
上
町
長
よ
り
全
職
員

に
向
け
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
に
よ
り
、
予
算
を

作
成
し
、
来
年
三
月
に
行
わ
れ

る
予
定
の
議
会
で
の
成
立
を
目

指
し
ま
す
。

歳
入
身
の
丈
予
算

歳
入
の
中
心
で
あ
る
町
税

の
推
移
を
見
て
み
る
と
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
横
ば
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
一

方
、
歳
出
は
年
を
追
う
ご
と
に

右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
一
参
照
）
現
在
は
健
全
状

態
を
維
持
で
き
て
い
る
町
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
歳
入
は
増
え
ず
、

歳
出
ば
か
り
が
増
え
続
け
て
い

く
と
、
財
政
破は

綻た
ん

状
態
に
陥
っ

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
町
の
借
金
で
あ
る
町
債

も
二
百
億
円
以
上
あ
り
、
こ
れ

も
返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
十
一
年
度

の
予
算
の
作
成
は
「
歳
入
身
の

丈
予
算
」
の
方
針
で
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
歳
入
の
身
の
丈

し
か
歳
出
予
算
は
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
絶
対
の
ル
ー

ル
の
も
と
予
算
の
作
成
を
行
っ

て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
現
在
行
っ
て
い

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
す
、

新
た
な
歳
入
を
得
る
な
ど
の
工

夫
が
必
要
で
す
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
要
求

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
予
算
要
求

と
は
、予
算
編
成
方
針

が
十
分
反
映
さ
れ
、歳
入
の
確

保
や
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
歳
出
の
作
成
を

行
っ
た
事
業
に
、そ
の
評
価
と
し

て
課
等
の
全
体
事
業
費
に
応
じ

て
、予
算
の
増
額
を
行
う
こ
と

で
す
。増
額
分
の
予
算
に
つ
い
て

は
、今
回
の
予
算
編
成
方
針
に

そ
ぐ
わ
な
い
内
容
の
予
算
を
作

成
し
た
課
等
か
ら
工
面
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
予
算
編
成
方
針

平成21年度予算編成の基本方針
○ 町の将来像である｢優しさと輝きとうるおいのあるまち　湘南さむかわ｣の実現をめざすため、「さ
むかわ２０２０プラン」前期基本計画の第２次実施計画（平成19年度～23年度）を踏まえた施策の推
進を基本とする。

○ 特に寒川駅北口地区土地区画整理事業および小・中学校の安心・安全のため施設防災対策事業を最
優先施策とする。

○ 職員は事務事業全般にわたり、より一層の効率化と選択・重点化に取り組み、“事業の知恵は事業
担当者にあり”を再認識し、限られた財源の中で着実な実施と成果の達成を図る。

○ 例年、歳出事業だけを予算要求していた事業課は歳出だけを考えるのではなく、事業執行のための
新たな財源確保策（寒川町広告掲載要綱の活用など）を図り、具現化する。

平成21年度に行う予定の主な事業

寒川駅北口地区土地区画整理事業
寒川駅北口駅前広場用地買収事業
寒川中学校・旭が丘中学校施設防災対策事業
一之宮小学校施設防災対策事業
田端スポーツ公園整備事業
田端街区公園整備事業
広域リサイクルセンター建設事業
クリーンセンター解体事業
旭橋歩道整備事業
寺尾橋架替事業

町税と歳出総額の推移（図一）
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平
成
十
九
年
度

決
算
の
概
要

平
成
二
十
年
九
月
に
行
わ

れ
た
町
議
会
で
、
平
成

十
九
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
報

告
し
、
審
査
の
結
果
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
百
五
十
二

億
五
百
九
十
四
万
円
、
歳
出
百

四
十
二
億
六
千
八
十
三
万
円
で

す
。
前
年
と
比
べ
る
と
、
歳
入

は
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
五
千

五
百
五
十
八
万
二
千
円
）
、
歳

出
は
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
八

千
八
百
六
十
二
万
円
）
の
減
額

で
す
。

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト

歳
入
に
は
、
町
が
自
主
的

に
徴
収
、
ま
た
は
収
納

で
き
る
自
主
財
源
と
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財

源
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
国

や
県
な
ど
の
意
思
に
よ
る
依
存

財
源
は
、
町
と
し
て
の
裁
量
が

制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

比
べ
、
自
主
財
源
は
町
民
税
な

ど
の
よ
う
に
町
が
直
接
、
収
納

す
る
な
ど
し
た
収
入
で
、
そ
の

用
途
は
町
独
自
に
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
自
主
財
源
の

比
率
が
大
き
い
ほ
ど
、
行
政
活

動
の
自
主
性
と
安
全
性
が
高
い

と
い
え
ま
す
。

　

町
の
自
主
財
源
は
百
十
五
億

二
千
七
百
七
十
一
万
円
で
、
全

収
入
に
対
す
る
構
成
比
七
十
五・

九
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
平
成

十
八
年
度
と
比
べ
、
約
六
億
円

の
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。
税

制
改
正
に
よ
り
、
個
人
町
民
税

が
増
加
し
た
こ
と
、
新
築
家
屋

の
増
加
に
よ
る
固
定
資
産
税
収

入
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ

て
民
生
費
、
総
務
費
な

ど
が
増
額
と
な
り
、
土
木
費
や

商
工
費
な
ど
が
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
増
額
と
な
っ
た
要
因
は
、

児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
よ
る

給
付
の
増
加
な
ど
、
減
額
と

な
っ
た
要
因
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
見
直
し
、
駅
前
複
合

施
設
建
設
の
延
期
な
ど
で
す
。

一 般 会 計 平
成
十
九
年
度
決
算
報
告

（　）内は構成比

歳入総額
152億594万円

町税
94億2,883万円
（62.0％）

町債
11億1,230万円
（7.3％）

その他　４億4,973万円（2.9%）
　地方譲与税　１億3,057万円
　地方特例交付金　5,774万円
　自動車取得税交付金　１億3,511万円
　地方交付税　3,800万円
　株式等譲渡所得割交付金　2,108万円
　利子割交付金　2,680万円
　配当割交付金　2,842万円
　交通安全対策特別交付金　1,201万円

固定資産税　43億9,272万円
町民税　41億5,372万円
都市計画税　４億8,727万円
町たばこ税　３億4,121万円
軽自動車税　5,391万円

内
訳

内
訳

内
訳

地方消費税交付金
５億1,160万円
（3.4%）

県支出金
５億7,128万円（3.7%）

国庫支出金
10億3,334万円
（6.8%）

　　繰越金　９億1,231万円（6.0％）
　諸収入　４億2,321万円（2.8％）
繰入金　４億2,000万円（2.8％）

自主財源（75.9％）
依存財源（24.1％）

その他　３億4,336万円（2.3％）
　使用料及び手数料　１億1,577万円
　分担金及び負担金　１億3,428万円
　財産収入　8,295万円
　寄付金　1,036万円
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昨
年
度
行
っ
た
主
な
事
業
は
、

寒
川
駅
土
地
区
画
整
理
事
業
費

十
五
億
四
千
二
十
二
万
円
、
児

童
手
当
等
支
給
事
業
費
三
億
七

千
五
百
十
二
万
円
、
小
学
校
施

設
改
修
事
業
費
二
億
六
千
四
百

二
十
三
万
円
、
じ
ん
芥
処
理
事

業
費
二
億
四
千
四
百
五
十
八
万

円
、
総
合
図
書
館
運
営
事
業
費

一
億
五
千
六
百
二
十
九
万
円
な

ど
で
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計
と
は
、
税
金
を

中
心
と
し
た
収
入
に
よ

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
一

般
会
計
と
は
違
い
、
国
民
健
康

保
険
や
下
水
道
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
で
、
運
営
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
い
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
の

歳
出
が
歳
入
に
比
べ
、
二
千
三

十
八
万
円
多
い
の
は
、
国
庫
負

担
金
、
支
払
基
金
交
付
金
等
の

歳
入
が
出
納
閉
鎖
ま
で
に
納
付

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、

平
成
二
十
年
度
予
算
よ
り
繰
り

上
げ
て
充
て
ま
し
た
。

収入（歳入）の用語解説
町税　町民の皆さんや町内に事務所を持つ
法人等に納めていただく税金
繰越金　前年度の決算上の剰余金
諸収入　延滞金、預金利子、貸付金元利収
入、雑入などのお金
繰入金　一般会計、特別会計および基金の
間で、相互に資金運用をするお金
町債　公共施設の整備などのために借りたお金
国庫支出金　国から交付される補助金や負
担金など
県支出金　県から交付される補助金や負担
金など
地方消費税交付金　地方消費税の一部を財
源として、県が人口および従業者数で案分
し、町に対して交付されるお金
自動車取得税交付金　自動車取得税の一部
を財源として、県が市町村道の延長や面積
で案分し、町に対して交付されるお金

支出（歳出）の用語解説
土木費　道路や河川、公園などの社会資本
整備のための経費
民生費　障害者や高齢者に対する福祉の充
実、子育て支援などの経費
総務費　庁舎や財産の維持管理、戸籍管
理、税金の徴収などの経費
教育費　学校教育・生涯学習の充実、文
化・スポーツ振興などの経費
衛生費　環境保全、疾病予防、健康増進な
どの経費
公債費　町債の元金・利子や一時借入金の
利子を支払うための経費
消防費　消防や火災予防などの災害対策の
ための経費
議会費　議会運営のための経費
労働費　勤労者の生活の安定や福祉の増進
を図る事業などの経費
商工費　商工業や観光の振興などの経費
農林水産業費　農林業の振興を図るための
支援や生産基盤整備などの経費

特別会計

区　　　分 歳入決算額 対前年比
伸率（％） 歳出決算額 対前年比

伸率（％）

国民健康保険事業 50億2,782万円 6.6 49億9,109万円 9.6

老 人 保 健 事 業 22億2,044万円 0.2 22億4,082万円 1.3

下 水 道 事 業 16億8,775万円 4.2 16億5,157万円 4.4

介 護 保 険 事 業 18億5,057万円 6.4 17億176万円 4.1

合 計 107億8,658万円 4.8 105億8,524万円 6.0 

一 般 会 計

（　）内は構成比

歳出総額
142億6,083万円

土木費
32億8,981万円
（23.1％）

民生費
31億7,794万円
（22.3％）

総務費
21億2,550万円
（14.9％）

教育費
16億9,286万円
（11.9％）

衛生費
14億6,655万円
（10.3％）

公債費
12億5,547万円
（8.8％）

消防費　６億293万円（4.2％）
議会費　２億272万円（1.4％）
労働費　１億6,454万円（1.1％）
商工費　１億5,445万円（1.1％）
農林水産業費　１億2,807万円（0.9％）
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分
析
そ
の
一

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す

る
施
設
や
町
が
持
っ
て
い
る
現

金
な
ど
の
財
産
の
年
度
末
に
お

け
る
状
況
と
、
そ
の
財
産
を
形

成
す
る
の
に
、
ど
こ
か
ら
資
金

を
調
達
し
た
か
の
状
況
を
総
合

的
に
対
照
表
示
し
た
も
の
で
す
。

左
側
（
借
方
）
は
、
町
の
資
産

形
成
状
況
を
目
的
別
に
示
し
て

い
る
「
資
金
の
使
途
」
で
、
右

側
（
貸
方
）
は
、
そ
の
資
産
形

成
の
た
め
に
使
用
し
た
財
源
を

示
し
て
い
る
「
資
金
の
源
泉
」

に
な
り
ま
す
。 

分
析
そ
の
二

寒
川
家
の
家
計
簿
は
、
普

段
耳
慣
れ
な
い
財
政

用
語
を
皆
さ
ん
の
生
活
に
置

き
換
え
て
説
明
し
た
も
の
で

す
。
十
九
年
度
だ
け
を
見
る
と

九
億
円
あ
ま
り
の
黒
字
が
あ

り
ま
す
が
、
借
金
の
残
高
は

二
百
二
十
億
円
以
上
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
ほ
か
に
借
金
の
利

子
な
ど
が
合
計
七
十
三
億
三
千

万
円
あ
り
ま
す
。

分
析
そ
の
三

指
標
で
見
る
財
政
状
況
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財

政
健
全
化
法
）
に
よ
る
指
標
で
、

町
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
判

断
し
て
い
ま
す
。
財
政
状
況
が

良
く
な
い
と
早
期
健
全
化
基
準
、

財
政
再
生
基
準
に
分
類
さ
れ
ま

す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
と
は
、

「
黄
色
信
号
状
態
」
。
各
判
断

比
率
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
基
準

に
該
当
す
る
と
、
早
期
健
全
化

計
画
を
策
定
し
た
上
で
議
会
の

議
決
を
経
て
公
表
し
、
都
道
府

県
知
事
へ
報
告
、
そ
の
後
、
毎

年
度
実
施
状
況
を
公
表
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
再
生
基
準
と
は
、
「
財

政
破
綻
状
態
」
。
財
政
再
生
計

画
を
定
め
て
国
と
協
議
し
、
そ

の
計
画
の
実
施
状
況
を
毎
年
度
、

国
へ
報
告
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

自
治
体
の
財
政
運
営
が
財
政
再

生
計
画
に
適
合
し
な
い
と
判
断

さ
れ
る
と
、
国
は
予
算
の
変
更

な
ど
必
要
な
措
置
を
勧
告
し
ま

す
。

バランスシート

※（　）内の数字は町民１人当たりの金額。（平成20年４月１日現在の人口47,531人で計算）

借　　　　　方 貸　　　　　方

［資産の部］（町が保有している資産）

１．有形固定資産（土地や建物など） 537億7,100万円 (113万1,289円）

　　総務費（庁舎、分庁舎など） 15億1,000万円 （3万1,759円）

　　民生費（福祉活動センター、保育園など） 7億8,200万円 （1万6,448円）

　　衛生費（美化センターなど） 30億2,500万円 （6万3,637円）

　　農林水産業費（農道など） 4億3,700万円 （9,195円）

　　商工費（商工振興施設など） 300万円 （64円）

　　土木費（道路、橋、公園など） 287億7,400万円 （60万5,363円）

　　消防費（消防庁舎、消防車両など） 14億800万円 （2万9,618円）

　　教育費（学校、公民館、スポーツ施設など） 164億4,100万円 （34万5,903円）

　　その他 13億9,300万円 （2万9,301円）

［負債の部］（町が負っている債務）

１．固定負債

　（１年を超えて返済するもの） 164億5,600万円 （34万6,212円）

２．流動負債

　（１年以内に返済するもの） 9億4,500万円 （1万9,879円）

負債合計 174億100万円 （36万6,091円）

２．投資等 16億5,200万円 （3万4,749円） ［正味資産の部］

（資産から負債を差し引いたもの） 401億4,200万円 （84万4,550円）３．流動資産（現金・預金・未収金） 21億2,000万円 （4万4,604円）

資　産　合　計	 575億4,300万円	 (121万641円） 負債・正味資産合計	 575億4,300万円	 (121万641円）

資 産
575億4,300万円
（1,210,641円）

−
負 債

174億100万円
（366,091円）

＝
正味資産

401億4,200万円 
（844,550円）

資産　地方自治体の経営資源となるもので以下の３つに分
　　　類されます。

負債　将来、支払いや返済するもので、以下の２つに分類
　　　されます。

有形固定資産 町が持っている土地や建物など 固 定 負 債 地方債、退職引当金など

投　 資　 等 関連法人への出資、中小企業などへの貸付
金、新幹線新駅整備基金への積立金など 流 動 負 債 翌年度以降の地方債償還元金

流 動 資 産 会計年度末時点での現金・預金残高、災害
時などに備える財政調整基金など 正 味 資 産

資産から負債を引いた額。正味資産がマイ
ナスとなると企業会計でいう債務超過とな
り、財政破綻状態となります。

分析
その一

寒
川
町
の
決
算
大
分
析

内	

訳
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寒川家の家計簿

指標で見る財政状況

分析
その二

分析
その三

●収入152億594万円から支出142億6,083万円を差し引くと９億4,511万円の黒字ですが、このうち１億6,718万円は、すでに平 
　成20年度に使途が決まっているので、純粋な黒字額は７億7,793万円となります。このうち約４億9,335万円を貯金しました。
●借金の返済で約12億5,000万円支払っているものの、新たな借金も約11億円しています。
●義務的経費とは食費やローンの返済など毎月必ず必要な経費のことで、全体の約78パーセントがこれにあたります。その
　ため、寒川家が独自に使えるお金は約20パーセントとなります。

収　入 支　出

給料
（町税、施設使用料など）

自
主
財
源

94億2,883万円 食費
（人件費）

義
務
的
経
費

33億3,403万円

貯金の取り崩し
（繰入金） ４億2,000万円 教育・医療費など

（扶助費） 17億625万円

前月からの繰越金
（繰越金） ９億1,231万円 光熱水費、消耗品費

（物件費） 26億4,813万円

その他
（利子など） ７億6,656万円 家の修繕費

（維持補修費） 6,236万円

実家からの仕送り
（国庫支出金、県支出金など）

依
存
財
源

25億6,594万円 自治会費、サークル費など
（補助費） ４億4,751万円

借金
（町債） 11億1,230万円 ローン返済額

（公債費） 12億5,547万円

合計 152億594万円 子どもへの仕送り
（繰出金） 16億7,035万円

家の増改築費
（普通建設事業費）

投
資
的

経
費
　

23億3,421万円

貯金
（積立金）

そ
の
他
経
費

５億7,931万円

友人に貸したお金
（貸付金・投資出資金） ２億2,320万円

合計 142億6,083万円

借金の残高　222億765万円
※このほかに借金の利子など合計73億3,000万円あります。

貯金の残高　6億6,701万円

実質赤字比率（％） 連結実質赤字比率（％） 実質公債費比率（％） 将来負担比率（％） 資金不足比率（％）

町の数字 － － 5.2 72.5 －

早期健全化基準 13.26 18.26 25.0 350.0 20.00

財政再生基準 20.00 40.00 35.00 

実質赤字比率
一般会計において、歳入総額から歳出総額を差し引いた金額が赤字である場合、その赤字額が町の財政規模の中におい
てどの程度の割合を占めているかを示すことで健全性を判断します。

連結実質赤字比率
実質赤字比率は町本体の一般会計における赤字額の割合を示すものであるのに対し、この連結実質赤字比率は、特別会
計（国保・老健・下水道・介護）も連結決算の対象とし、一般会計と特別会計を合わせた赤字額がどの程度なのかを示しま
す。（自治体によっては、公立病院や公営鉄道、公営バスなども連結対象になります）

実質公債費比率 地方債の元利償還金や利子などのために支出した額が、町の財政規模に対してどの程度の割合なのかを示す数値です。

将来負担比率
地方債残高や債務負担行為（将来にわたるローン＝図書館購入費など）、職員の退職手当負担分、町が出資する関連法人

（＝寒川町土地開発公社、（株）さむかわ公共サービスなど）の赤字額、それらを町の将来負担として捉え、その負担額がそ
の年度の財政規模に対してどの程度の割合なのかを示す数値です。

資金不足比率
寒川町においては下水道事業特別会計に適用される指標で（公営企業に該当する会計が適用される指標）、事業会計が赤
字であれば資金不足を生じている状態であり、その資金不足額が事業規模に対してどの程度の割合かを示す数値です。

注１：実質赤字比率と連結実質赤字比率について、寒川町の１９年度決算において赤字がなかったため、判断比率は－になります。
注２：資金不足比率は、資金不足ではないため、判断比率は－になります。

平成１９年度決算における寒川町の財政状況は、
健全化判断比率によると「健全状態」であると言えます
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平
成
二
十
年
度

上
半
期
の
概
要

平
成
二
十
年
度
当
初
予
算

は
、
百
三
十
七
億
五
千

三
百
万
円
で
し
た
が
、
そ
の
後

十
一
億
八
千
九
百
八
十
四
万
円

を
補
正
し
、
九
月
三
十
日
現
在

で
、
百
四
十
九
億
四
千
二
百
八

十
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
税
制
改

正
に
伴
う
ソ
フ
ト
保
守
委
託
料

（
総
務
費
）
、
田
端
ス
ポ
ー
ツ

公
園
整
備
工
事
（
教
育
費
）
の

追
加
な
ど
で
す
。

歳
入
の
解
説

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
収

入
済
み
額
は
八
十
二
億

九
千
二
百
二
十
万
円
で
、
予
算

額
の
約
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
り
ま
す
の
で
、
ほ
ぼ
予
定
ど

お
り
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

が
約
六
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
収

入
済
み
割
合
で
健
全
な
財
政
運

営
と
い
え
ま
す
。

歳
出
の
解
説

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半

年
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、

執
行
割
合
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

も
の
の
、
突
発
的
な
支
出
は
な

平
成
二
十
年
度
上
半
期
財
政
運
営
状
況

一 般 会 計 （４〜９月）

区　分 当初予算 補正額 現計予算 収入済み額 支出済み額

一般会計 137億5,300万円 11億8,984万円 149億4,284万円 82億9,220万円 60億3,427万円

収入済み割合（％）

現計予算

歳入総額
149億4,284万円
（55.5％）

町税
90億6,940万円
（63.8％）

町債
10億8,890万円
（0.0％）

地方譲与税　１億2,700万円（29.1％）
分担金及び負担金
１億2,772万円（42.8％）

自動車取得税交付金
１億4,300万円（22.2％）

諸収入　３億5,988万円（17.6％）
繰入金　４億1,952万円（0.0％）

使用料及び手数料　１億2,690万円（54.5％）
地方特例交付金　１億700万円（109.3％）
その他　9,629万円
　地方交付税　1,100万円（0.0％）
　利子割交付金　3,000万円（38.7％）
　配当割交付金　2,800万円（24.5％）
　株式等譲渡所得割交付金　1,700万円（0.0％）
　交通安全対策特別交付金　1,000万円（53.8％）
　寄附金　29万円（453.4％）

繰越金　７億7,793万円（100.0％）
財産収入　７億4,982万円（95.9％）
国庫支出金　６億5,680万円（17.8%）
県支出金　５億9,268万円（33.6%）

地方消費税交付金
５億円（58.2%）

内
訳
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く
計
画
ど
お
り
の
支
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

執
行
割
合
が
特
に
高
い
労
働

費
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
福
利

資
金
預
託
金
事
業
が
そ
の
大
半

を
占
め
て
お
り
、
預
託
金
の
年

間
分
の
支
払
い
が
年
度
当
初
に

あ
る
た
め
九
十
一
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
支
出
割
合
に
な
っ
て
い

ま
す
。

町
債
の
状
況

町
債
の
残
高
（
平
成
二
十

年
九
月
三
十
日
現
在
）

は
、
二
百
十
五
億
六
千
八
百
八

十
九
万
六
千
円
で
、
そ
の
目
的

別
内
訳
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

一 般 会 計 （４〜９月）

町有財産の状況
（平成20年９月末日現在）

現金、有価証券、積立金
　４,４７８,３３８千円

土　地
　３８１,６２４㎡

家　屋
　１１４,７８１㎡

町債の状況
（平成20年10月１日現在の人口47,641
人で計算）

現在高 構成比 住民一人あ
たり負担額

千円 ％ 円

一
般
会
計

総務債 14,654 0.1 307

民生債 42,716 0.2 897

衛生債 62,972 0.3 1,322

土木債 5,400,602 25.0 113,360

消防債 145,289 0.7 3,050

教育債 2,090,110 9.7 43,872

減税補てん債 1,449,032 6.7 30,415

臨時税収補てん債 199,694 0.9 4,192

臨時財政対策債 2,718,053 12.6 57,053

小　計 12,123,122 56.2 254,468

特
別
会
計

下水道債 9,417,487 43.7 197,676

介護保険債 28,287 0.1 594

小　計 9,445,774 43.8 198,270

合　計 21,568,896 100.0 452,738

特別会計
区　分 当初予算 補正額 現計予算 収入済み額 支出済み額

国民健康保険事業 51億2,768万円 9,366万円 52億2,134万円 23億1,911万円 21億1,046万円
老 人 保 健 事 業 3億4,902万円 2,499万円 3億7,401万円 2億3,931万円 2億1,376万円
後期高齢者医療事業 5億2,389万円 0万円 5億2,389万円 2億4,717万円 1億9,965万円
下 水 道 事 業 16億5,852万円 4,975万円 17億827万円 7億7,282万円 6億3,185万円
介 護 保 険 事 業 19億2,783万円 1億236万円 20億3,019万円 8億5,006万円 6億9,131万円

合　　計 95億8,694万円 2億7,076万円 98億5,771万円 44億2,847万円 38億4,703万円

現計予算

歳出総額
149億4,284万円
（40.4％）

消防費　５億7,419万円（45.5％）
議会費　２億1,189万円（46.7％）
商工費　１億6,627万円（58.7％）
労働費　１億6,576万円（91.7％）
農林水産業費　１億3,854万円（29.9％）
予備費　5,090万円（0.0％）

支出済み割合（％）

土木費
31億5,217万円
（35.5％）

民生費
33億2,546万円
（51.8％）

総務費
26億9,648万円
（26.2％）

教育費
17億6,359万円
（37.2％）

衛生費
14億5,246万円
（46.1％）

公債費
12億4,515万円
（40.8％）
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事
業
コ
ス
ト
の
公
開

町
役
場
の
仕
事
に
は
ど
れ

だ
け
費
用
が
か
か
っ
て

い
る
の
か
。
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　

町
で
は
昨
年
度
よ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
に
か

か
っ
た
費
用
（
事
業
コ
ス
ト
）

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

コ
ス
ト
に
対
す
る
職
員
の
意
識

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

の
コ
ス
ト
や
事
業
内
容
、
税
負

担
、
個
人
負
担
な
ど
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
お
う
と
始
め
た
も
の
で

す
。

　

職
員
自
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、

い
ろ
い
ろ
な
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

な
ど
を
使
用
し
て
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
役

場
に
来
庁
し
た
と
き
は
、
窓
口

に
表
示
さ
れ
て
い
る
事
業
コ
ス

ト
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
役

場
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
公
表

し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
内
を

一
周
し
て
見
比
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

事
業
コ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
役
場
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
寒
川
総
合
図
書
館
、
企

画
政
策
部
財
政
担
当
で
事
業
コ

ス
ト
の
冊
子
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
コ
ス
ト
の
一
例

今
年
度
は
五
十
八
事
業
の

コ
ス
ト
を
公
表
し
て
い

ま
す
。

①
印
鑑
登
録
に
か
か
る
コ
ス
ト

一
件
あ
た
り
七
百
二
十
八
円

町
民
課
戸
籍
住
民
担
当

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
コ
ス
ト

町
民
一
人
あ
た
り
四
十
九
円

広
報
情
報
課
情
報
シ
ス
テ
ム
担

当③
ご
み
処
理
コ
ス
ト

町
民
一
人
あ
た
り
一
万
八
千
六

百
八
十
円

環
境
課
生
活
美
化
担
当

④
公
園
維
持
管
理
コ
ス
ト

町
民
一
人
あ
た
り
千
九
百
八
十

五
円

都
市
計
画
課
公
園
み
ど
り
担
当

平
成
十
九
年
度
事
業
コ
ス
ト
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 １２月３１日（水）午後１０時〜１月３日（土）午後５時まで

寒川神社周辺の
交通規制にご協力ください

　
寒
川
神
社
に
は
、
正
月
の
三
が
日
だ
け
で
約
四
十
万
人
も
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
安
全
な
初
詣
で
の
た
め
に
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
で
は
左
図
の
と
お
り
、
寒

川
神
社
周
辺
の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
周
辺
道
路
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
マ
イ
カ
ー
で
の
参
拝
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

寒川神社周辺の交通規制図

※ただし、　　　　の区域の規制時間は、
12月31日午後10時〜１月１日午後５時、
１月２日・３日午前10時〜午後５時です。
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環
境
目
標

　

環
境
基
本
計
画
で
は
望
ま
し

い
環
境
像
で
あ
る
「
ひ
と
り
ひ

と
り
が
自
然
と
文
化
を
愛
す
る

水
と
み
ど
り
の
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
、
二
十
二
の
環
境
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

環
境
の
状
況
は
、
単
年
度
の

取
り
組
み
で
は
大
き
く
変
化
し

な
い
も
の
や
評
価
が
難
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
本
報
告
書

で
は
前
年
度
の
取
り
組
み
状
況

や
、
後
述
す
る
「
環
境
指
標
」

の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
各
環

境
目
標
に
向
か
っ
て
環
境
の
状

況
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
の
か

を
、環
境
目
標
の
達
成
に
向
か
っ

て
、
前
進
、
若
干
前
進
、
現
状

維
持
、
後
退
の
四
段
階
で
評
価

し
て
い
ま
す
。
（
図
一
参
照
）

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
十
九
年

度
ま
で
の
各
環
境
目
標
に
お
け

る
取
り
組
み
状
況
に
対
す
る
評

価
の
推
移
（
図
二
参
照
）
を
見

る
と
、
現
状
維
持
の
評
価
が
増

え
て
き
て
い
る
た
め
、
後
退
と

評
価
し
て
い
る
環
境
目
標
と
と

も
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

を
作
成

平
成
十
九
年
度
版
環
境
報
告
書

　
町
で
は
環
境
に
関
す
る
中
長
期
的
な
目
標
や
施
策
の
基
本
方
針
等
を
示
し
た
寒
川
町
環
境
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
「
平
成
十
九
年
度
版
寒
川
町
環
境
報
告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

環境目標の評価（図一）

望ましい
環境像

６つの側面から見た
望ましい環境像

環境目標
取り組み状況
に対する評価

ひ
と
り
ひ
と
り
が
　
自
然
と
文
化
を
愛
す
る
　
水
と
み
ど
り
の
ま
ち

(参加と協働)
環境の保全と創造に
積極的に取り組む暮
らし

１．環境に関する知識をたくわえ、情報を充
実する

現状維持

２．環境教育・環境学習を進める 若干前進

３．多彩で活発な環境活動を進める 前進

(生活環境)
健康で安心して暮ら
せるまち

４．河川の水質をきれいにする 現状維持

５．空気をきれいにする 現状維持

６．有害化学物質による汚染を防ぐ 現状維持

７．近隣公害を防ぐ 後退

８．土壌汚染や地下水汚染、地盤沈下を防ぐ 後退

(自然環境)
自然を守り、育てる
まち

９．野生動植物を守る 現状維持

１０．樹林地を守り、ふれあう 現状維持

１１．農地を守り、活用する 現状維持

(都市環境)
緑や文化を大切にす
る快適で安全なまち

１２．身近な緑を守り、育てる 現状維持

１３．水辺を守り、親しむ 現状維持

１４．歴史的文化的環境を守り、ふれあう 現状維持

１５．美しいまちをつくる 若干前進

１６．安心して歩ける快適な道を増やす 現状維持

１７．災害に強いまちをつくる 現状維持

(資源・エネルギー環
境)
エネルギー・水・も
のを大切にした循環
型社会のまち

１８．ごみを減らしリサイクルを進める 前進

１９．省エネルギーを進めエネルギーを有効
に利用する

後退

２０．節水や雨水利用を心がけ、水を大切に
利用する

現状維持

(地球環境)
地球環境への負荷を
減らす暮らし

２１．地球温暖化を防ぐ 後退

２２．オゾン層の保護・酸性雨対策などを進
める

現状維持

環境指標の推移（図三）環境目標の推移（図二）

平成17年度

16

14

12

10

8

6

4

2

0
平成18年度 平成19年度

前進した目標数

若干前進した目標数

現状維持の目標数

後退した目標数

（件数）

平成17年度
0

5

10

15

20

25

平成18年度 平成19年度

前進した指標数

若干前進した指標数

現状維持のうち、100％の状況
の継続等が目標の指標数

現状維持の指標数

後退、減少、取り組みができな
かった指標数

（件数）



広報さむかわ　2008. 12.13

環
境
指
標

　

各
環
境
目
標
に
は
、
進
捗
状

況
を
測
る
も
の
さ
し
と
し
て
環

境
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
指
標
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
の
状
況
と
比
較
し
て
、
前

進
、
若
干
前
進
、
現
状
維
持
、

後
退
、
減
少
ま
た
は
取
り
組
み

が
で
き
な
か
っ
た
の
四
段
階
で

評
価
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
指
標
の
中
に
は
、
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
る
状
況
を

現
状
維
持
し
て
い
る
場
合
の
よ

う
に
、
現
在
の
状
況
の
維
持
が

必
要
な
項
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、

現
状
維
持
が
必
ず
し
も
悪
い
状

況
で
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

五
十
九
項
目
あ
る
環
境
指
標
の

う
ち
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る

の
は
、
二
十
三
項
目
で
、
目
標

に
未
達
成
の
指
標
も
あ
り
ま
す

が
、
目
標
年
次
が
平
成
二
十
三

年
で
あ
る
た
め
、
昨
年
度
に
改

訂
し
た
環
境
基
本
計
画
で
は
、

目
標
数
値
の
見
直
し
や
、
指
標

自
体
の
見
直
し
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
十
九
年

度
ま
で
の
環
境
指
標
の
評
価
の

推
移
（
図
三
参
照
）
を
見
て
み

る
と
、
前
進
、
若
干
前
進
の
評

価
が
減
少
し
、
現
状
維
持
、
後

退
等
の
評
価
が
増
え
て
い
る
た

め
、
環
境
指
標
に
関
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

こ
の
度
作
成
し
た
、
環
境
報

告
書
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　

環
境
報
告
書
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
役
場
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
寒
川
総
合
図
書
館
、

各
公
民
館
図
書
室
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
内
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
人
、
町
内
の
事
業
者
、

町
内
で
活
動
す
る
住
民
団
体
の

人応
募
方
法　
一
月
十
六
日（
金
）

ま
で
に
環
境
課
へ
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
１
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

m
-k

an
k

y
ou

@
tow

n
.

sam
ukaw

a.kanagw
a.jp

　

平
成
十
九
年
度
に
町
に
寄
せ

ら
れ
た
公
害
に
よ
る
苦
情
全

六
十
七
件
の
う
ち
最
も
多
か
っ

た
の
は
、
悪
臭
（
四
十
八
件
）

で
し
た
。
こ
の
悪
臭
に
よ
る
苦

情
の
う
ち
三
十
四
件
が
屋
外
で

の
燃
焼
行
為
（
野
焼
き
）
の
苦

情
で
し
た
。
原
則
と
し
て
屋
外

で
の
燃
焼
行
為
は
県
条
例
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
家
が
農

作
業
に
伴
い
行
う
場
合
や
地
域

で
慣
習
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
は
例
外
で
す
が
、
み
だ
り
に

燃
焼
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

ま
た
す
べ
て
の
事
業
者
は
定

め
ら
れ
た
焼
却
施
設
以
外
で
の

燃
焼
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。違
反
し
た
場
合
、罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
で
は
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け

で
、
町
の
住
み
よ
い
環
境
を
守

り
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

環
境
課

内
線
４
２
５
環
境

保
全
担
当
FAX（
７
４
）１
３
８
５

屋
外
で
の

は
禁
止
で
す

ご
み
の
焼
却

環
境
に
も
お
財
布
に
も
や
さ
し
い

を
し
て
み
よ
う

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

今
の
世
の
中
で
、
自
動
車
は

と
て
も
便
利
な
乗
り
物
で
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
ガ
ソ
リ
ン
代

の
高
騰
な
ど
で
敬
遠
し
て
い
る

人
も
多
い
の
で
は
。
そ
れ
で

も
、
ど
う
し
て
も
自
動
車
を
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は

ぜ
ひ
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は

特
別
な
装
置
な
ど
一
切
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
運
転

す
る
と
き
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
で
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る

と
、
燃
費
が
向
上
し
、
何
も
気

に
せ
ず
運
転
し
て
い
る
と
き
と

比
べ
、
少
な
い
ガ
ソ
リ
ン
の
量

で
長
い
距
離
を
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
量
が
少
な

く
な
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
も

少
な
く
な
り
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

そ
ん
な
環
境
に
も
お
財
布
に

も
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
。

あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

●
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

●
加
速
減
速
少
な
い
運
転

●
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

●
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
控
え
め

に●
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

●
暖
気
運
転
は
適
切
に

●
道
路
交
通
情
報
の
活
用

●
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め

に
チ
ェ
ッ
ク

●
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走

行●
駐
車
場
所
に
注
意

環
境
課

内
線
４
２
１
環
境

保
全
担
当
FAX（
７
４
）１
３
８
５
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入
園
基
準

●
保
護
者
が
会
社
な
ど
で
月

十
六
日
以
上
働
い
て
い
る

●
保
護
者
が
自
営
業
・
内
職
な

ど
で
月
十
六
日
以
上
働
い
て
い
る

●
保
護
者
が
出
産
前
後
で
あ
る

（
二
カ
月
以
内
）

●
保
護
者
が
病
気
や
心
身
に
障

害
が
あ
る

●
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
が
い

て
、
保
護
者
が
介
護
し
て
い
る

●
火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害
を

受
け
、
そ
の
復
旧
の
間
で
あ
る

※
保
護
者
以
外
に
祖
父
母
な
ど

が
家
庭
内
で
児
童
を
保
育
で
き

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

保
育
対
象
年
齢

●
生
後
六
カ
月
以
上
の
未
就
学

児基
本
保
育
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
八
時
〜
午
後
四
時

入
園
申
込
書
の
配
布

と
き　

十
二
月
十
日（
水
）か
ら

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
課

入
園
受
付

と
き　

●
さ
む
か
わ
保
育
園
希

望
者　

一
月
二
十
一
日
（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
●

旭
保
育
園
希
望
者　

同
日
午
後

二
時
〜
四
時
●
一
之
宮
愛
児
園

希
望
者　
一
月
二
十
二
日（
木
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

注
意
事
項

●
入
園
受
付
に
は
必
ず
入
園
を

希
望
す
る
児
童
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
指
定
の
日
時
に
都
合
の
悪
い

場
合
は
、
一
月
三
十
日
（
金
）

ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
現
在
入
園
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人
も
再
度
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

●
町
外
の
保
育
園
を
希
望
す
る

人
は
、
該
当
す
る
市
町
村
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
い
内
容
は
、
入
園
申
込

書
に
添
付
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
４
２
保
育
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

保
育
園
入
園
希
望
者

受
け
付
け
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
を

支
援
し
ま
す

　
来
年
四
月
か
ら
町
立
保
育
園
に
入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け
付

け
を
一
月
に
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
が
病
院

な
ど
で
受
診
し
た
と
き
に
、
保

険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助
成

し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
育
て
て
い
る
父
子

家
庭
と
母
子
家
庭
ま
た
は
養
育

者
家
庭
（
所
得
制
限
あ
り
。
左

一
覧
表
参
照
）

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
児
童

●
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
児
童

●
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

●
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

●
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

●
父
母
が
と
も
に
不
明
で
あ
る

児
童
（
孤
児
な
ど
）

申
し
込
み　

町
が
交
付
す
る
福

祉
医
療
証
が
必
要
で
す
。希
望

す
る
人
は
町
へ
交
付
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

助
成
期
間　

児
童
が
満
十
八
歳

に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
（
児
童
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
、
高
等

学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
場
合

は
二
十
歳
未
満
ま
で
）

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

内
線
１
４

３
子
育
て
支
援
担
当
FAX（
７
４
）

５
６
１
３

所得制限一覧表

扶養親族
等の数

平成19年分所得

請求者
（親または養育者）配偶者・扶養義務者

０人 1,920,000円未満 2,360,000円未満

１人 2,300,000 2,740,000

２人 2,680,000 3,120,000

３人 3,060,000 3,500,000

４人 3,440,000 3,880,000

　夜間および休日窓口相談を実施し
ます。また納め忘れた保険料の納付
もできます。
夜間および休日窓口相談
とき　●12月15日（月）〜19日
（金）午後７時まで●21日（日）
午前９時〜午後３時
ところ　保険年金課
持ち物　印鑑
※保険料の納付は口座振り替えが大
変便利です。

保険年金課 （７４）１１１１
内線１２４国保担当 FAX（７４）
５６１３

国民健康保険料

夜間・休日納付相談



広報さむかわ　2008. 12.15

の
募
集

教
育
長
に
三
澤
芳
彦
さ
ん

消
防
団
員地

域
の
安
心
安
全
を
守
ろ
う

町
教
育
委
員
会
人
事

　

消
防
団
は
、
「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神

に
基
づ
く
地
元
住
民
を
中
心
と

し
た
組
織
で
す
。
地
域
防
災
体

制
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、

災
害
対
応
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
維
持
・
振
興
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
で
同
意
を
得
ら
れ
た
三
澤
芳
彦
さ
ん

は
十
一
月
一
日
付
け
で
教
育
委
員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
町
教
育
委

員
会
臨
時
会
で
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
四
年
で
す
。

教
育
総
務
課

（
７
４
）
１
１
１
１
内
線
５
１
３
教
育
総
務
担
当

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

　

十
月
二
十
六
日
、
一
之
宮

公
園
で
一
之
宮
北
第
二
自
治

会
（
渡
辺
真
三
郎
会
長
）
に

よ
る
ふ
れ
あ
い
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
百
人
が
参
加

し
、
避
難
所
参
集
訓
練
、
応

急
手
当
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
消
防
団
の
重
要
性
を

理
解
し
、地
域
の
安
心・安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、消
防

団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
町
の
安
心
安
全

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

資
格　

町
内
在
住
か
在
勤
の
満

十
八
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

消
防
本
部
消
防
総

務
課
へ
電
話
か
直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

消
防
本
部
消
防
総
務
課
（
７

５
）８
０
０
１
FAX（
７
５
）８
０
８
０

ふ
れ
あ
い
防
災
訓
練

を
実
施

三澤芳彦教育長

年末年始の
ごみ収集日程を

確認して
ください

環境課 （７４）１１１１
内線４２４生活美化担当
FAX（７４）１３８５

●収集区域図
 はこの日まで（12月） 	は変更になった日

区域 可燃ごみ 可燃粗大ごみ 不燃ごみ プラスチック
製容器包装 紙ボロ類

① 29日（月） 26日（金） 20日（土） 24日（水） 27日（土）

② 29日（月） 12日（金） 27日（土） 24日（水） 30日（火）
1月3日分

③ 30日（火） 17日（水） 15日（月） 27日（土） 22日（月）

④ 30日（火） ３日（水） 22日（月） 27日（土） 15日（月）

 はこの日から（１月） 	は変更になった日

区域 可燃ごみ 可燃粗大ごみ 不燃ごみ プラスチック
製容器包装 紙ボロ類

① ５日（月） 23日（金） 10日（土）
1月3日分

７日（水） 10日（土）

② ５日（月） ９日（金） 10日（土） ７日（水） 17日（土）

③ ６日（火） 21日（水） ５日（月） 10日（土） 12日（月）

④ ６日（火） ７日（水） 12日（月） 10日（土） ５日（月）

●資源ごみの日程変更
原・才戸１・大村地区
　１月９日（金）（１月２日分）
一之宮西地区
　１月８日（木）（１月１日分）

●ごみの直接搬入
（クリーンセンター・一之宮中継所への持ち込み）
　12月28日（日）〜１月４日（日）はお休みです。
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自
治
功
労
表
彰

大
川
壽
一
さ
ん

　

町
議
会
議
員
の
ほ
か
多
年
に
わ
た
り
町

政
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
。

一
般
表
彰

〈
厚
生
衛
生
関
係
〉

横
山
茂
樹
さ
ん

　

開
業
医
と
し
て
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
、

地
域
の
保
健
医
療
に
貢
献
。

大
西
洋
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
障
害
が
あ
る
人
々
へ
の

福
祉
の
向
上
に
貢
献
。

〈
一
般
行
政
関
係
〉

寒
川
町
消
防
団
第
二
分
団

　

県
消
防
操
法
大
会
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
お
い
て
最
優
秀
賞
受
賞
。

〈
消
防
関
係
〉

木
内
和
彦
さ
ん

大
久
保
稔
さ
ん

田
邊
公
洋
さ
ん

畠
山
学
さ
ん

吉
川
篤
義
さ
ん

　

消
防
団
員
と
し
て
二
十
年
以
上
に
わ
た

り
、
地
域
の
防
災
活
動
に
尽
力
。

〈
教
育
関
係
〉

下
里
勝
二
さ
ん

　

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
と
し
て
二
十

年
以
上
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献
。

渡
邉
美
樹
さ
ん

　

韓
国
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
柔
道
大
会
準
優
勝
。

佐
々
木
遼
さ
ん

　

世
界
硬
式
空
手
道
選
手
権
大
会
第
三
位

入
賞
。

畠
山
紗
英
さ
ん

　

Ｕ
．
Ｃ
．
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｘ
世
界
選
手
権
大
会

準
優
勝
。

〈
寄
付
関
係
〉

株
式
会
社　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

　

福
祉
事
業
へ
の
貢
献
の
た
め
、
平
成

十
二
年
か
ら
毎
年
サ
ッ
カ
ー
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を
寄
付
。

（
順
不
同
）

優
れ
た
功
績
を
た
た
え

十
二
人
、
二
団
体
を
表
彰

第
四
十
四
回
町
表
彰
式

表彰式を終えた被表彰者
前列左から、下里勝二さん、大西洋子さん、大川壽一さん、
畠山紗英さん、佐々木遼さん
後列左から、湘南ベルマーレ代表取締役　眞壁潔さん、吉
川篤義さん、町消防団第二分団長　鈴木耕治さん、畠山学
さん

　
十
一
月
六
日
、
町
表
彰
式
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
個
人
十
二
人
と
二
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
本
町
最
高
位
の
表
彰
で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
町
の
発
展
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
た
人
や
町
民
の
模
範
と
な
る
と
認
め
ら
れ
た
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
式
の
中
で
山
上
町
長
は
被
表
彰
者
一
人
ひ
と
り
の
功
績
を
紹
介
し
、
表
彰
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。
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わ
た
し
た
ち
は
、
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
の
午
前
十
時

か
ら
南
部
文
化
福
祉
会
館
で
活
動
し
て
い
る
紙
粘
土
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎
年
、
公
民
館
ま
つ
り
に
作
品
を
展

示
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
講
座
の
受
講
を
き
っ
か

け
に
、
今
か
ら
二
十
年
以
上
も
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
人
形
や
置
物
、
花
の
ブ
ロ
ー
チ
や
壁
飾
り
な
ど
を
作
っ

て
い
ま
す
。
紙
粘
土
で
形
を
作
り
、
完
全
に
乾
い
て
か
ら

色
を
塗
っ
て
完
成
さ
せ
ま
す
。
紙
粘
土
の
良
い
所
は
、
乾

く
前
だ
っ
た
ら
失
敗
し
て
も
再
生
で
き
る
こ
と
で
す
。
完

成
し
た
自
分
の
作
品
を
見
る
と
感
激
し
ま
す
。
友
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
昼

食
を
持
参
し
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を

す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　
紙
粘
土
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
見
学
し
に
来
て
く

だ
さ
い
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

高
橋

（
７
５
）
０
２
５
９

紙粘土サークル

ハッピードール

いろいろな種類の作品を作っています

　
十
月
二
十
四
日
、
増
田
消
防

長
よ
り
佐
藤
良
之
さ
ん
（
小

谷
）
、
小
宮
恵
美
さ
ん
（
宮

山
）
に
人
命
救
助
に
対
し
て
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
今
年
六
月
、
二
人
が
参
加
し

て
い
た
テ
ニ
ス
教
室
で
、
参
加

者
の
一
人
が
急
に
倒
れ
、
心
肺

停
止
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
心

肺
蘇そ

生せ
い

法
の
心
得
が
あ
っ
た
二

　
今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え

た
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
で
町
立
寒
川
中
学
校
三

年
の
安
野
優
太
さ
ん
の
作
文

「
未
来
へ
の
貯
金
」
が
国
税
庁

長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
は
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
主
催
に
よ
り
募
集
さ
れ
、

町
内
三
中
学
校
か
ら
多
数
の
応

迅
速
な
対
応
で
人
命
を
救
助

「
未
来
へ
の
貯
金
」
　
国
税
庁
長
官
賞
を
受
賞

感謝状を贈られた佐藤
さん（左）と小宮さん（右）

納税表彰式で作文を朗読する安野優太さん

人
は
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸

を
行
い
ま
し
た
。
「
助
か
っ
た

の
は
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

に
適
切
な
処
置
が
で
き
て
い
た

の
が
大
き
い
」
と
救
助
を
行
っ

た
救
急
隊
員
は
心
肺
蘇
生
法
の

大
切
さ
を
改
め
て
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
「
助
か
っ
て
く
れ
て
本
当
に

募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
四
作
品
が
藤
沢
税
務
署
管
内

に
出
展
さ
れ
、
安
野
さ
ん
の
作

文
が
全
国
で
行
わ
れ
た
最
終
審

査
に
進
み
ま
し
た
。

　
「
驚
き
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
今
で
も
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
安
野
さ
ん
は
受
賞
し
た

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

良
か
っ
た
」
と
二
人
は
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
倒
れ
た
人
は
、
そ
の
後
回
復

し
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
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　すてきななかまでは、町内で活躍しているサー
クルや団体の活動など紹介しています。
　掲載希望のサークルや団体は広報情報課まで
ご連絡ください。
※営利団体等は掲載の対象外となります。詳し
くはお問い合わせください。

広報情報課 内線２２２ FAX（７４）９１４１

すてきななかま募集中

　

昔
か
ら
早
寝
早
起
き
が
大
切
だ
、
と

い
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
な
ぜ
そ
う
い

わ
れ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

正
確
に
は
早
寝
早
起
き
で
は
な
く
、

朝
の
光
が
重
要
で
す
。
朝
の
光
は
セ
ロ

ト
ニ
ン
と
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
に
良
い
影
響
を
与
え
る
の
で
す
。

　

セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
脳
内
に
広
く
分
布

し
て
い
る
神
経
伝
達
物
質
で
、
脳
内
の

微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
に
重
要
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌

が
悪
い
と
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
ま

す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
は
、
人
が

ス
ト
レ
ス
に
あ
っ
た
と
き
に
き
ち
ん
と

分
泌
さ
れ
て
い
な
い
と
生
き
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
大
切
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

　

朝
の
光
を
き
ち
ん
と
浴
び
る
こ
と
で
、

こ
れ
ら
が
し
っ
か
り
と
分
泌
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
夜
に
光
を
浴
び
る
こ
と
は
、
脳

に
と
っ
て
二
つ
の
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

一
つ
目
は
夜
に
光
を
浴
び
る
と
、
夜

な
の
に
明
る
い
の
で
脳
が
ま
だ
昼
間
だ

と
勘
違
い
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脳
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
に
朝
に
光
を
浴
び

れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
夜
更
か
し
す
る

こ
と
で
寝
坊
す
る
こ
と
が
多
く
、
悪
循

環
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を

抑
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
メ
ラ
ト
ニ

ン
に
は
抗
酸
化
作
用
、
リ
ズ
ム
調
整
作

用
、
性
的
な
成
熟
の
抑
制
の
三
つ
の
働

き
が
あ
り
ま
す
。
抗
酸
化
作
用
は
酸
素

の
毒
性
か
ら
細
胞
を
守
る
と
い
う
働
き

で
、
老
化
防
止
・
抗
が
ん
作
用
が
あ
る

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
一
生
の
う
ち
で
一
〜

五
歳
の
こ
ろ
に
最
も
多
く
分
泌
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
夜
更
か
し
し
て
、

夜
明
る
い
と
こ
ろ
で
過
ご
す
時
間
が
増

え
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
本
来
分
泌
す

べ
き
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
量
が
減
っ
て
し
ま

う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　

早
寝
早
起
き
は
道
徳
的
な
理
由
か
ら

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長

に
大
切
で
す
。
夜
更
か
し
の
習
慣
の
立

て
直
し
に
は
、
早
く
寝
か
せ
る
努
力
よ

り
も
、
ま
ず
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
起
こ

す
こ
と
か
ら
始
め
る
と
効
果
が
出
や
す

い
よ
う
で
す
。

健
康
課

内
線
１
６
４
健
康
づ
く
り

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

早
寝
早
起
き
の
す
す
め

出版社　日本放送出版協会

お気に入りをとじる
やさしい製本入門

㉖

　お気に入りのもの、大切なもの、思い出のもの
は人それぞれ。自分の手で１冊の本にしてみませ
んか。手帳の改装や和とじの写真集、ハードカバー
の作り方など９種類の製本テクニックについて写
真も使って分かりやすく掲載。必要な用具とその
使い方、製本工芸（ルリユール）についてもやさし
く解説しています。

目久尻川の資料
質問　昔の目久尻川は曲がりくねって流れていたと聞
きました。どの辺りを流れていたのかを知りたいので
すが、調べる方法はありますか。

回答　目久尻川の曲がりくねった様子は、江戸時代の
宮山村絵図などにも描かれています。大正時代の地形
図などの地図資料でも流れを確認することができます。
　現在のような緩やかな流れになったのは昭和４
（1929）年のことです。「県営目久尻川排水工事概要」
という資料には、川の流れが工事の前後でどう変わっ
たのかを示す図面が載っています。記念絵はがきも発
行され、完成直後の様子を写真で見ることができます。
　工事の結果使われなくなった元の河道は、部分的
に水路として残っていましたが、平成３（1991）年から
「旧目久尻川ふるさと緑道」として整備が始まり、平成
11年に完成しました。水路を利用した散策路が整備さ
れていますので、昔をしのんで歩いてみてはいかがでし
ょうか。

寒川文書館 （７５）３６９１ FAX（７５）３７５８

この本、
知ってる？

本棚のだ〜なの

何でも相談室 ④さ

か
む

わ
寒川総合図書館発信
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今
年
十
月
「
茅
ヶ
崎
・
寒
川
犯
罪
ゼ

ロ
推
進
会
議
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
の
推
進
会
議
設
立
は
、
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、ま
さ
し
く「
自

分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」、「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
っ
た
自
主
防
犯
意
識
を
持
つ
こ
と
で

あ
る
。

　

先
日
、
顔
が
ど
す
黒
く
無
精
ひ
げ

を
生
や
し
た
知
り
合
い
の
警
察
官
に

会
っ
た
。「
疲
れ
て
る
ね
」
と
話
し
か

け
る
と
「
当
直
明
け
な
ん
で
す
よ
。
完

徹
で
す
よ
」
と
の
返
事
だ
。
完
徹

と
は
、
完
全
徹
夜
の
こ
と
で
、
一
睡

も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

当
直
中
は
、
事
故
、
酔
っ
ぱ
ら
い
、

け
ん
か
、
盗
難
、
強
盗
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
起
こ
る
。
仕
事
と
は
い
え
警

察
官
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
る
。
支
援
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。

　

九
月
現
在
、
発
生
し
た
犯
罪
数
は
昨

年
よ
り
多
い
。
警
察
官
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
自
転
車
盗
や
空
き
巣
、
ひ
っ
た

く
り
な
ど
自
分
た
ち
で
減
ら
す
こ
と
の

で
き
る
犯
罪
も
多
く
あ
る
。
一
人
ひ
と

り
が
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、
安
全
な
地
域
社
会
が
で

き
る
と
確
信
し
た
い
。

　

年
末
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
が

多
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
防
犯
意
識
を

し
っ
か
り
持
っ
て
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
。

譲ります
▶ダイニングテーブルセット▶食器棚▶オーディオラック▶短
波ラジオ▶焼物▶食器セット▶カラーレーザープリンタ▶ふ
じ幼児園女児制服一式▶ロックミシン▶女性用ブランドバッ
グ▶冷蔵庫▶ほ乳瓶セット▶シャンデリア▶さくら幼稚園女
児制服一式▶自転車型トレーニング器具▶ぬいぐるみ▶物
干竿▶長方形こたつ▶電話ファクシミリ▶ベビー用ウェア
求めます

▶相和幼稚園男児制服一式▶ふじ幼児園男児制服▶美
里幼稚園女児制服▶ふじ幼児園女児制服▶倉見幼稚
園男児制服・体操着▶ホットカーペット▶ふじ幼児園かばん
▶相和幼稚園女児制服一式▶寒川東中学校男子冬服ズ
ボン▶ストーブガード▶指ドア挟み防止器具▶金魚鉢▶女
児洋服▶シルバニアファミリーおもちゃ▶自転車14インチ

【平成20年11月14日現在】
　不用品の登録や紹介は窓口、電話でお受けします。
情報は町のホームページにも掲載しています。不用品
の取引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間
は３カ月です。なお最新情報はお問い合わせください。
町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

　平成21年度予算編成方針は次の
うちどれでしょう。

①歳入ありったけ予算
②歳入首っ丈予算
③歳入身の丈予算

　介護施設を訪問して、一緒により良い介護を考える介
護相談受付係は介護相談員です。正解は②でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。

髙梨朝子さん（中瀬）／三浦タイ子さん（倉見）／小島律さん（小谷）

　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに12月号の答えを書いて12月12日
（金）までに〒253－0196寒川町役場広報情報課クイズ
さむかわ係へお送りください。

⑳

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

3,759人 121.3人/日

（前月比 0.3 人 / 日増）

4,194人 135.3人/日

（前月比 6.7 人 / 日増）

10月の

コミュニティバス

利用状況

　ゴルフクラブだけなら不燃
ごみとして回収するよ。
　ゴルフバッグと一緒の場合
は指定収集袋販売店で500円
の証紙を買って臨時ごみとす
るか、一之宮中継所に持ち込
むこともできるよ。どちらの
場合も事前に役場に連絡して
ね。

環境課 内線４２２生活美
化担当FAX（７４）１３８５

ゴルフバッグとゴルフクラブ

ごみのゲンゾウの

これって
何ごみ？

防
災
安
全
課

内
線
２
５
１
防
災
安

全
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１
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〈
寒
川
町
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
評

価
委
員
会
〉

　
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
事

業
評
価
手
続
き
等
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。

と
き
　
12
月
24
日
（
水
）
午
前
９

時
か
ら

と
こ
ろ
　
町
役
場
３
階
会
議
室

定
員
　
10
人
／
先
着
順

都
市
計
画
課

内
線
２
７
３
都

市
計
画
担
当
FAX（
７
４
）２
８
３
３

生
涯
学
習
指
導
員

　
町
民
セ
ン
タ
ー
の
生
涯
学
習
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
１
人

勤
務
期
間
　
２
カ
月
以
内
（
月
13

日
以
内
）

対
象
　
65
歳
未
満
の
人

勤
務
内
容
　
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用

指
導
、
申
請
事
務
、
館
の
管
理
な

ど勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
年
末
年
始
、
祝
日
の
翌
日
、
月

曜
日
は
除
く
。

賃
金
　
時
給
８
０
０
円

申
し
込
み
　
12
月
16
日
（
火
）
か

ら
１
月
９
日
（
金
）
ま
で
の
間
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
履
歴
書
を
持
っ
て

直
接

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
民
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
２

３
３
３
FAX
（
７
５
）
２
２
３
９

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
ア
メ
リ
カ
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州

立
大
学
Ｗ
＆
Ｊ
の
大
学
生
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

宿
泊
日
　
１
月
10
日
（
土
）
〜
13

日
（
火
）
（
３
泊
４
日
）

申
し
込
み
　
12
月
20
日
（
土
）
ま

で
に
さ
む
か
わ
国
際
交
流
協
会
下

條
へ
電
話
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
同
協
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
む
か
わ
国
際
交
流
協
会
　
下

條

・
FAX
（
７
３
）
５
５
７
８

◦お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。
◦申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。
◦申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

◦役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

町の施設　年末年始の窓口開庁時間
公共施設名 仕事納め 仕事始め

役場
（74）1111

12／26（金）
午後５時

１／５（月）
午前８時30分

健康管理センター
（74）7621

美化センター
（74）3341

老人憩の家
（74）1711

12／28（日）
午後８時30分

１／４（日）
午前９時

さむかわ庭球場
（74）6330

12／28（日）
午後４時

１／４（日）
午前10時

寒川総合体育館
（75）1005

12／30（火）
午後９時

１／２（金）
午前９時

ふれあいセンター
（74）7715

12／28（日）
午後９時

１／４（日）
午前９時

福祉活動センター
（75）3109

12／26（金）
午後９時30分

１／５（月）
午前９時

埋火葬許可証交付など緊急の場合は、役場日直室で受け付けをしています。

町コミュニティバスの年末年始運休のお知らせ
　１２月２９日（月）〜１月３日（土）までの間は運休します。新年は１月４日（日）より運行します。
　１月中は、寒川神社周辺道路が、初詣でにより大変混雑することが予想されます。北ルート、東ルートとも
定時運行ができない場合がありますので、あらかじめご了承ください。

都市計画課 内線２７３都市計画担当FAX（７４）２８３３

公共施設名 仕事納め 仕事始め
クリーンセンター

（74）5547
12／27（土）

午後４時
１／５（月）
午前８時30分

寒川町公民館
（75）0021

12／28（日）
午後５時

１／４（日）
午前９時

町民センター
（74）2333

南部文化福祉会館
（75）0281

北部文化福祉会館
（74）1515

寒川総合図書館
（75）3615

寒川文書館
（75）3691
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危
険
物
取
扱
者
試
験

受
験
準
備
講
習
会

　
２
月
22
日（
日
）に
実
施
さ
れ
る

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
向
け
て
受

験
準
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
１
月
24
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

費
用
　
９
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
等
）

申
し
込
み
　
12
月
１
日
（
月
）
か

ら
消
防
本
部
予
防
課
へ
直
接

※
受
験
願
書
、
準
備
講
習
会
申
込

書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
２
予
防
担
当
FAX
（
７
５
）

８
０
８
０

ち
び
っ
こ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
紙
粘
土
で
来
年
の
干え

支と

の
牛
を

作
り
ま
す
。

と
き
　
12
月
27
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

持
ち
物
　
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
12
月
13
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
健
康
体
操
や
簡
単
な
マ
シ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

と
き
　
１
月
９
日
（
金
）、
15
日

（
木
）、
23
日（
金
）、
29
日（
木
）、
２

月
６
日
〜
27
日
の
毎
週
金
曜
日

（
全
８
回
）午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

対
象
　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

全
日
程
参
加
で
き
る
人
　
20
人
／

抽
選

講
師
　
健
康
運
動
指
導
師
等

申
し
込
み
　
12
月
19
日
（
金
）
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
電
話
か
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
２
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

お
飾
り
講
習
会

　
手
作
り
の
お
飾
り
で
新
春
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
12
月
13
日
（
土
）
①
午
前

９
時
30
分
か
ら
②
午
後
１
時
30
分

か
ら

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー

費
用
　
４
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
花
ば
さ
み

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
３
生

涯
学
習
担
当
FAX（
７
５
）９
９
０
７

ク
リ
ス
マ
ス
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

と
き
　
12
月
18
日
（
木
）
午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ
　
寒
川
総
合
体
育
館

対
象
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
初
心

者
　
10
人
／
先
着
順

費
用
　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
は
さ
み
、
ご
み
袋
、
タ

オ
ル
、
作
品
を
入
れ
る
袋

申
し
込
み
　
12
月
14
日（
日
）ま
で

に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ク
ル
ひ
ま
わ
り
　
小
林
へ
電
話
で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ク
ル
ひ
ま
わ
り
　
小
林
（
７
４
）

０
０
５
４

ち
び
っ
こ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
餃
子
の
皮
で
お
菓
子
を
作
り
ま

す
。

と
き
　
１
月
10
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
小
学
生
　
15
人
／
先
着
順

（
親
子
も
可
）

講
師
　
南
部
生
涯
学
習
指
導
員

費
用
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
し
込
み
　
12
月
16
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
費
用
を
持
っ

て
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
座

と
き
　
●
講
義
　
１
月
10
日
〜
２

月
28
日
の
土
・
日
・
祝
日
（
全
15

回
）
●
介
護
実
習
　
３
月
１
日
〜

27
日
の
平
日
（
全
４
回
）

と
こ
ろ
　
ラ
イ
フ
湘
南
（
藤
沢
市

遠
藤
６
４
２
）

定
員
　
20
人

費
用
　
６
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

※
教
育
訓
練
給
付
制
度
の
指
定
講

座
で
す
。

申
し
込
み
　
12
月
20
日
（
土
）
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
80
円
切
手
を

張
っ
た
返
信
用
封
筒
を
入
れ
て

〒
２
５
２
＝
０
８
２
５
藤
沢
市
獺

郷
１
０
０
８
社
会
福
祉
法
人
光
友

会
湘
南
希
望
の
郷
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
郵
送
で

※
申
込
者
に
受
講
希
望
票
を
送
付

し
ま
す
。

湘
南
希
望
の
郷
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

０
４
６
６
（
４
８
）
４
５
８
６

FAX
０
４
６
６
（
４
８
）
２
２
０
２

　２月８日（日）は町議会議員選挙の投票日で
す。
　立候補の届け出を円滑に行うため、届け出手
続や選挙運動などについての事前説明会を開催
します。立候補予定者は出席してください。

とき　12月18日（木）午後２時から
ところ　町役場東分庁舎２階会議室
持ち物　筆記用具
出席できる人数　立候補予定者を含めて３人ま
で

選挙管理委員会事務局 内線５６１FAX(７４)
９１４１

町議会議員選挙立候補予定者
事 前 説 明 会
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工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
製
造
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
12
月
中
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
調
査
票
の
内
容
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
統
計
作
成
以
外
の
目

的
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

調
査
内
容
　
従
業
者
数
、
製
造
品

出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど

広
報
情
報
課

内
線
２
２
１
広

報
統
計
担
当
FAX（
７
４
）９
１
４
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
世
界
各
地

で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
地
域
紛

争
等
に
よ
る
犠
牲
者
の
救
援
お
よ

び
発
展
途
上
国
の
赤
十
字
社
が
行

う
開
発
協
力
を
支
援
す
る
た
め

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
日
本
放
送
協
会
）

と
の
共
催
で
12
月
１
日
（
月
）
か

ら
25
日
（
木
）
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
福
祉
課
窓
口
に
募
金
箱
を
設
置

し
ま
す
。
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

福
祉
課

内
線
１
３
１
福
祉
総

務
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
・
縦
覧

〈
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
〉

　
こ
の
登
載
は
本
人
の
申
請
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
申
請
書
は

農
業
委
員
を
通
じ
て
年
末
ま
で
に

各
農
家
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
資
格
が
あ

り
な
が
ら
、
申
請
書
が
届
か
な
い

人
は
１
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
農

業
委
員
会
事
務
局
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
資
格
は
、

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
人
で
す
。

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
人

②
①
と
同
居
し
て
い
る
親
族
ま
た

は
配
偶
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
人

農
業
委
員
会
事
務
局

内
線

２
８
３
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

〈
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
〉

と
き
　
２
月
23
日
（
月
）
〜
３
月

９
日
（
月
）

と
こ
ろ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

縦
覧
で
き
る
人
　
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
録
者

※
土
、
日
曜
日
に
縦
覧
を
希
望
す

る
場
合
は
事
前
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内

線
５
６
０
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
受
療
券
の
交
付

対
象
　
●
４
月
１
日
現
在
で
、
町

内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
70

歳
以
上
の
人
（
昭
和
13
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
●
介
護

保
険
認
定
で
要
介
護
４
、
５
と
認

定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
（
４
月
１

日
現
在
の
認
定
に
よ
る
）

交
付
枚
数
　
年
間
４
枚（
１
枚
利
用

に
つ
き
５
０
０
円
の
自
己
負
担
）

申
し
込
み
　
本
人
か
同
居
の
家
族
、

ま
た
は
依
頼
を
受
け
た
地
区
の
民

生
委
員
児
童
委
員
が
本
人
の
印
鑑

を
持
っ
て
高
齢
介
護
課
へ
直
接

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
６
高

齢
福
祉
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

お
は
な
し
広
場

　
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。

と
き
　
●
12
月
12
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
（
幼
児
向

け
）
●
12
月
13
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ
　
南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

英
語
で
遊
ぼ
う

と
き
　
１
月
７
日
（
水
）
、
８
日

（
木
）
●
午
後
１
時
〜
２
時
（
幼

稚
園
年
長
向
け
）
●
午
後
２
時
〜

３
時
（
小
学
１
・
２
年
生
向
け
）

と
こ
ろ
　
北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象
　
各
20
人
／
先
着
順

講
師
　
町
外
国
人
英
語
指
導
助
手

持
ち
物
　
上
履
き

申
し
込
み
　
12
月
16
日
（
火
）
か

ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

マ
イ
ス
テ
ー
ジ	in	sam

ukawa

寒
川
音
楽
祭
　
冬
物
語

　
地
元
音
楽
家
を
中
心
と
し
た

琴
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
、
ジ
ャ
ズ
、
カ
ン
ト
リ
ー

な
ど
の
演
奏
会
で
す
。

と
き
　
12
月
20
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

森
本

（
７
４
）
０
４
６
６

歳
末
火
災
特
別
警
戒

	

12
月
20
日（
土
）〜
31
日（
水
）

〜
火
の
し
ま
つ

　
君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る
〜

　
歳
末
は
寒
さ
も
厳
し
く
空
気
も

乾
燥
し
ま
す
。
生
活
の
慌
た
だ
し

さ
と
と
も
に
火
を
使
用
す
る
機
会

が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課

（
７
５
）

８
０
０
３
警
防
担
当
FAX
（
７
５
）

８
０
８
０

PG-12001
長方形
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寄
付

●
寄
付
物
件
　
テ
ン
ト

　
寄
付
者
　
野
谷
隼
人
さ
ん

　
町
立
寒
川
中
学
校
第
61
回
卒
業

生
の
卒
業
記
念
品
と
し
て
活
用

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

防
災
安
全
課

内
線
２
５
５
管

財
担
当
FAX
（
７
４
）
９
１
４
１

12月　

１日㈪ 納税相談[〜５日]／子育て広場

２日㈫ １歳６か月児健康診査

３日㈬ 障害福祉計画見直し検討委員会／生活習慣病セミナー③

４日㈭ 人権週間[〜10日]／７か月児健康相談

５日㈮ 古布リフォーム教室[12日・19日]

６日㈯
人権教育講演会／こども囲碁・将棋教室／クリスマスリース作り／
さむかわ史跡ウオーク／親子で楽しむ陶芸教室／おはなし図書館／
おはなし会（総合図書館）

７日㈰

８日㈪ 就学時健診（寒川小学区）

９日㈫ 成人の健康診査／折り紙教室

10日㈬ メンズクッキング教室／運動ボランティア体操教室

11日㈭

12日㈮ 精神保健福祉ボランティア講座／食生活改善推進員養成講座／
機能訓練ことば

13日㈯ クリスマスピアノコンサート／ちびっこクッキング教室／工作教
室／百人一首かるた教室／おはなし会（総合図書館）／お飾り講習会

14日㈰ 町継走大会・ロードレース大会

15日㈪ 就学時健診（一之宮小学区）／国民健康保険夜間納付相談[〜19日]／
離乳食講習会

16日㈫
住みよい環境を守り育てるまちづくりポスター展[〜25日]／
初心者ちぎり絵講習会／折り紙教室／子どもの心の相談／３歳
６か月児健康診査

17日㈬ がん検診

18日㈭ あそびの広場

19日㈮ 育児相談

20日㈯
歳末火災特別警戒[〜31日]／こども囲碁・将棋教室／親子でも
楽しめる折り紙教室／おはなし図書館／クリスマスの集い／お
はなし会（総合図書館）

21日㈰ 国民健康保険休日納付相談／クリスマスのひろば

22日㈪

23日㈫  天皇誕生日

24日㈬ 運動ボランティア体操教室

25日㈭

26日㈮ いろいろ色遊び教室

27日㈯ おはなし会（総合図書館） 休庁日

28日㈰  休庁日

29日㈪  休庁日

30日㈫  休庁日

31日㈬  休庁日
2009年１月

１日㈭  元日　休庁日

２日㈮  休庁日

３日㈯  休庁日

４日㈰  休庁日

５日㈪ 町・県民税第４期、国民健康保険料、保育料、介護保険料、後期高
齢者医療保険料、清掃手数料定額制第３期納付期限

そ
の
他

そ
の
他

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「七色の雪」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報
を放送しています。

放送日 毎週月曜日　９：00〜９：30

再放送 毎週水曜日　20：30〜 21：00

　　　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のJ:COMチャンネル（デジ
タル11ch、アナログ２ch）で、町の紹介をし
ています。
　今月は「まち探訪シリーズ〜総集編①〜」です。
※当初の予定を変更して放送します。

放送日 12月８日（月）〜20日（土）
８ ：30〜８ ：45　　12：00〜12：15
17：00〜17：15　　23：00〜23：15

町 の 情 報 ・ 紹 介

　神奈川県最低賃金が改正されました。
　県内の事業所で働く、雇用形態や呼称を
問わずすべての労働者とその使用者に適用
されます。
時間額　766円（30円引き上げ）
発効日　平成20年10月25日
※次の賃金は最低賃金の対象となる賃金に
は含まれません。●精皆勤手当・通勤手
当・家族手当●臨時に支払われる賃金●１
カ月を超える期間ごとに支払われる賃金●
時間外・休日労働に対する賃金、深夜割増
賃金

神奈川労働局労働基準部賃金課 ０４５
（２１１）７３５４

http://www.kana-rou.go.jp

必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も



発
行
日
／
平
成
2
0
年
12
月
１
日
	編
集
・
発
行
／
寒
川
町
役
場
	〒
2
5
3‐
0
1
9
6
	神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
1
6
5
	☎
0
4
6
7（
74
）
1111

	FA
X
0
4
6
7（
74
）
9
1
41
	印
刷
／
㈱
グ
ラ
フ

N
o

.５
８

７

寒川町食生活改善推進団体　濵田 （７５）１８０６

①米は普通に炊く。

②甘酢しょうがは細切りにしておく。

③ご飯にしょうがを混ぜ合わせる。

④型にラップを敷き、半分のサーモン、青

じそを並べ、半分のご飯を入れて詰める。

チーズを重ね、残りのサーモン・青じそ・

ご飯を平らに広げて入れ、全体を押す。

なじんだら、型から取りだし、食べやす

い大きさに切り分ける。

作り方

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人　口 4 7 , 6 8 2 人 （ 4 1人増）

世　帯 1 7 , 8 5 9 世 帯 （ 4 3世帯増）

（　）内は前月との比較　

11月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/mobile/m/index.html

おいしく楽しく健康に

　11月２日、さむかわ中央公園西側の歩

道で、花植えを行いました。これは寒川ラ

イオンズクラブとの協力で行っているもの

で、当日は同クラブ会員、募集したボラン

ティア、寒川中学校の生徒

など合わせて89人が参加し

ました。

　当日植えたのはパンジー

やビオラ、葉ボタン、キ

ンセンカなど約3,200株。

「道を通ったときに、花が

きれいに咲いているととて

も明るい気分になれる。元

気をもらうことができる」

と参加者の一人は笑顔で

語ってくれました。

スモークサーモンの簡単押し寿司

　12月になると町ではいよいよ次年度予算の

編成が大詰めを迎えます。昨年は町長に就任し

てまもなく予算編成に取り組み、職員が一丸と

なって平成20年度予算を編成しました。

　当初は前年度比10パーセントの削減予算を

組もうと目標を立て、各部等から予算要求が提

出されましたが、集計したところ、なんと目標

予算規模より22億円も多い要求となり、事業

の重点化や順位付け等各事業を再点検し、大変

厳しい調整を経て町の予算が編成されました。

　寒川町では小・中学校や公民館等公共の建物

が建築後20年以上経過しており、耐震工事や

設備の改修に多額の費用が必要な時期になって

おります。また少子高齢化社会を迎え、医療費

等の社会保障費が毎年大きく伸びています。そ

のため、新規事業は慎重に検討し、行財政改革

を徹底して健全財政を目指してまいります。

町長からの
手紙

Letter from SAMUKAWA

米　２合／甘酢しょうが　70g／スモークサーモン　150g／
青じそ　12枚／スライスチーズ　３枚

甘酢しょうがの無いときは、酢飯にする。
酢飯　米　２合／酢　大さじ３／砂糖　大さじ２／塩　小さ
　　　じ２/３

材料　４人分
１人分あたり364kcal・塩分2.3ｇ

おもてなしにどうぞ。


